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｜
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真
宗
の
道
場
に
は
、

そ
の
性
格
や
形
態
に
よ
っ
て
、
道
場
・
惣
道
場
・
寄
合
（
立
会
）

道
場
・
表
一
一
立
会
道
場
・
毛
坊
道
場
・
辻
本

道
場
・
下
道
場
・
兼
帯
道
場
・
内
道
場
・
自
庵
（
道
場
）
・
看
坊
（
道
場
）
等
の
種
々
の
呼
称
が
あ
る
。

単
に
「
道
場
」
と
い
う
場
合
は

一
個
人
が
建
て
た
道
場
を
指
し

「
惣
道
場
L

は
門
徒
の
総
意
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
道
場
を
い

ぅ
。
こ
の
惣
道
場
に
、
二
か
寺
以
上
の
門
徒
が
寄
り
合
っ
て
建
て
た
道
場
を
「
寄
合
道
場
」
ま
た
は
「
立
合
道
場
」
と
い
い
、
東
西
両

本
願
寺
門
徒
が
共
同
で
設
け
た
も
の
を
と
く
に
「
表
裏
立
合
道
場
」
と
称
し
て
い
る
。

①
 

「
下
道
場
」
と
か
「
兼
帯
道
場
」
と
呼
ん
で
い
る
し

ま
た
、
あ
る
寺
（
道
場
）
に
所
属
す
る
道
場
を

こ
う
し
た
惣
道
場
・
寄
合
道
場
・
下
道
場
・
兼
帯
道
場
を
、
所
属
の
寺
又
は
門
徒
か
ら
委
任
さ
れ
て
管
理
す
る
僧
を
「
看
坊
L

又
は

「
看
主
」
と
い
い
、
看
坊
に
管
理
さ
れ
る
こ
れ
ら
道
場
を
「
看
坊
道
場
し
と
も
称
す
る
。
個
人
建
立
の
「
道
場
」
又
は
君
坊
道
場
が
道

場
主
の
私
有
化
を
認
め
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
を
自
庵
（
道
場
）
と
称
す
る
。

真
宗
道
場
の
形
態



真
宗
道
場
の
形
態

四

近
世
に
入
り
、
看
坊
が
自
庵
化
す
る
ケ
l
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
京
都
金
宝
寺
所
属
の
西
竹
屋
町
・
油
小
路
兼
帯
道
場
、

お
よ
び

紀
伊
栂
村
惣
道
場
の
二
例
に
つ
き
、

両
者
の
自
庵
化
が
も
た
ら
し
た
種
々
の
問
題
を
み
て
い
き
た
い
。

看
坊
か
ら
自
庵
へ
の
京
都
・
紀
伊
の
二
例
の
う
ち
、
前
者
は
寛
永
年
間
（
一
六
三
八
l
四
二
）
、
後
者
は
安
永
年
間
（
一
七
七
六
）
の
こ

と
な
の
で
、
ま
ず
京
都
金
宝
寺
兼
帯
道
場
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。

金
宝
寺
は
京
都
市
内
の
西
竹
屋
町
と
油
小
路
三
条
の
二
か
所
に
兼
帯
道
場
を
有
し
て
い
た
が
、

ま
ず
西
竹
屋
町
兼
帯
道
場
に
お
い
て

自
庵
化
の
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
紫
雲
殿
由
縁
記
L

に
そ
の
間
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
過

を
み
る
こ
と
に
す
る

西
竹
屋
町
道
場
は
順
加
と
い
う
僧
が
君
坊
と
な
っ
て
管
理
し
て
い
た
Q

順
加
は
金
宝
寺
の
伴
僧
の
友
人
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
の
道

場
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

て
二
年
来
不
審
の
行
動
が
あ
り
、
同
行
を
語
ら
っ
て
、
道
場
を
寺
と
し
、

か
つ
自
庵
と
し
て

自
分
の
所
有
に
し
よ
う
と
企
て
た
。
そ
し
て
本
山
役
人
の
下
問
民
部
卿
と
八
木
長
門
に
た
の
み
、
道
円
・
次
郎
兵
衛
・
喜
右
衛
門
と
い

ぅ
、
か
つ
て
法
義
不
審
の
罪
で
宗
門
追
放
に
な
っ
た
人
た
ち
が
応
援
し
て
、

つ
い
に
順
加
は
道
場
を
白
庵
で
あ
る
と
称
し
た
。
そ
こ
で

金
宝
寺
は
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
入
）
三
月
十
四
日
、
本
山
に
訴
え

そ
の
処
置
を
願
っ
た
。

本
山
で
は
三
月
十
八
日
と
二
十
五
日
の

二
回
に
わ
た
る
評
議
の
結
果
、
西
竹
屋
町
道
場
は
順
加
の
白
庵
で
は
な
く
、
金
宝
寺
の
兼
帯
道
場
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
年
五
月
に
な
っ
て
、
順
加
は
ふ
た
た
び
下
問
・
八
木
両
氏
と
は
か
り
、
本
当
は
白
庵
で
あ
る
が
、
金
宝
寺
が
無
理
に
兼

帯
道
場
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、

と
申
し
立
て
て
、
本
山
か
ら
明
善
寺
と
い
う
寺
号
を
請
け
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
金
宝
寺
は
、
早
速

本
山
に
訴
え
、
審
理
の
結
果
、
下
問
・
八
木
両
氏
と
順
加
の
内
通
の
事
情
が
判
明
し
、

両
氏
は
閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
順
加
の
処
分
に



つ
い
て
は
、
道
場
か
ら
追
放
し
て
は
妻
子
も
あ
る
こ
と
だ
し
不
便
で
あ
る
か
ら
穏
便
の
は
か
ら
い
を
せ
よ
、

と
い
う
門
主
の
と
り
な
し

に
よ
っ
て
、
本
山
へ
詫
証
文
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
こ
の
事
件
は
お
さ
ま
っ
た
ο

二
年
後
、
寛
永
十
八
年
、
順
加
は
本
山
か
ら

③
 

木
仏
許
可
を
う
け
た
が
、
そ
れ
に
「
山
城
国
愛
宕
郡
京
二
条
西
竹
屋
町
明
善
寺
順
加
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
、

つ
い
に
自
庵
化
に

成
功
し
、
本
山
の
直
参
末
寺
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
聞
の
く
わ
し
い
経
請
は
『
紫
雲
殿
由
縁
一
記
』
に
は
語
ら
れ
て
い

：、。
φι
旬、h
v

’

喧

令

書

】

、

宇
／

φ
J

の
ち
の
油
小
路
道
場
君
坊
の
宗
珍
の
事
件
を
の
ベ
た
中
に
、

「
順
加
ハ
一
両
輩
ノ
取
持
強
ク
、
時
勢
不
レ
及
一
一
是
非
「
定

而
後
代
子
孫
ノ
存
念
辱
敷
、
寺
永
代
ノ
現
埋
ナ
レ
バ
笑
レ
ン
ハ
実
尤
、
種
々
心
力
ヲ
ツ
カ
へ
ト
モ
其
甲
斐
漸
々
、
年
頭
報
思
講
ノ
馳
走

分
ニ
テ
事
納
得
ス
、
全
財
利
ヲ
者
惜
ノ
思
一
一
非
ス
、
当
時
後
代
ノ
思
兼
帯
所
其
古
由
失
ス
ル
コ
ト
歎
シ
」
と
あ
り
、
順
加
は
金
宝
寺
に

年
頭
と
報
思
講
の
志
金
を
お
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
い
に
自
庵
と
し
、
年
来
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
金
宝
寺
の
油
小
路
兼
帯
道
場
は
宗
珍
と
い
う
僧
が
管
理
し
て
い
た
が
、
宗
珍
も
順
加
に
加
担
し
て
白
庵
化
の
意
図
が
あ
り
、

③
 

す
で
に
寛
永
十
七
年
二
月
に
木
仏
寺
号
の
許
可
を
得
て
仏
現
寺
と
名
乗
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
寛
、
水
十
六
年
七
月
に
順
加
事
件
が
一
応

落
着
し
た
の
で
、
宗
珍
も
表
面
は
金
宝
寺
に
帰
順
の
態
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
が
寛
永
十
九
年
五
月
に
い
た
っ
て
金
宝
寺
下
か
ら
離
脱
し

本
山
直
参
に
な
ろ
う
と
し
た
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
前
年
九
月
に
順
加
が
白
庵
化
に
成
功
し
た
の
に
刺
激
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
宗
珍

は
兄
弟
の
者
が
本
山
役
人
下
問
大
進
に
奉
公
し
て
い
た
縁
を
た
ど
り
、
大
進
の
世
話
で
本
山
下
附
の
品
を
御
礼
銀
を
出
さ
ず
御
免
に
な

り
自
庵
化
を
す
す
め
て
い
た
Q

そ
こ
で
金
宝
寺
は
同
年
五
月
六
日
と
七
月
二
十
一
日
の
二
回
、
本
山
に
訴
え
た
。
そ
の
結
果
か
、
下
問

大
進
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
事
件
は
本
泉
寺
・
西
覚
寺
・
正
光
寺
・
勝
久
寺
の
四
か
寺
が
取
扱
う

こ
と
に
な
り
、
審
理
を
す
す
め
た
。
閏
九
月
十
一
日
宗
珍
は
証
文
を
書
い
て
非
を
詫
び
た
が
、
仏
現
寺
と
い
う
寺
号
は
許
さ
れ
て
事
件

は
落
着
し
た
。

真
宗
道
場
の
形
態

二
五



真
宗
道
場
の
形
態

一一六

以
上
が
金
宝
寺
の
西
竹
屋
町
・
油
小
路
兼
帯
道
場
の
自
庵
化
を
め
ぐ
る
事
件
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
金
宝
寺
側
の
一
方
的
記
録

に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
多
少
事
実
と
相
違
す
る
点
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

た
だ
、
順
加
・
宗
珍
の
両
人
が
か
な
り
無

理
を
し
て
白
庵
化
を
図
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
と
に
か
く
両
道
場
共
に
自
庵
化
に
成
功
し
、

か
つ
寺
院
と
な
っ
た
G

こ
う
し
た
道
場
の
自
庵
化
・
寺
院
化
は
当
時
の
風
潮
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
『
紫
雲
殿
由
縁
記
』
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
Q

寛
永
ト
成
リ
、
京
並
－
一
田
舎
－
一
至
ル
迄
、
辻
本
君
主
、
寺
号
ヲ
望
申
、

一
ハ
世
上
静
誰
ヨ
リ
事
結
構
一
一
ナ
リ
、
坊
主
分
モ
威
儀
ヲ

取
リ
繕
ヒ
、
他
宗
寺
院
ノ
出
会
、
近
郷
近
旦
同
居
等
有
之
ハ
寺
号
ヲ
名
乗
、

サ
レ
ハ
他
宗
門
ノ
僧
徒
弥
軽
蔑
ス
、
道
場
坊
／
＼
ト

申
ヲ
嫌
ヒ
、
寺
号
ヲ
名
乗
リ
度
ト
望
、
本
山
ニ
モ
内
徳
ナ
レ
パ
其
礼
物
ヲ
定
免
セ
ラ
ル
＼
近
年
ノ
始
初
碇
ト
寛
永
年
ノ
時
世
、

都
部
共
－
一
寺
号
望
申
、
：
：
：
（
中
略
）

：
：
国
々
ニ
テ
建
立
ハ
多
ク
其
所
ノ
郷
土
格
或
ハ
大
キ
ナ
ル
百
姓
一
一
テ
、

其
家
頼
、
下
百

姓
等
辻
本
ト
ナ
リ
、
或
ハ
庵
主
道
場
、
寺
号
ヲ
望
申
テ
、
立
日
ニ
聞
ク
寺
院
ト
ナ
レ
リ
。

寛
永
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
増
加
を
、
単
に
右
に
掲
げ
ら
れ
た
理
由
に
よ
っ
て
の
み
把
握
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。

寛
永
九
年
九
月
に
発
せ
ら
れ
た
幕
命
に
よ
る
末
寺
帳
の
作
製
が

看
坊
の
白
庵
化
の
大
き
な
理
由
の

つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る

一
た
ん
末
寺
帳
に
登
載
さ
れ
る
と
「
本
末
之
規
式
、
不
レ
可
レ
乱
レ
之
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
本
山
の
直
参
化
の
動
き
が
強

く
な
る
。

し
か
も
寛
永
の
末
寺
帳
は
不
備
の
点
が
多
く
あ
り
、

い
ず
れ
再
調
査
さ
れ
る
可
能
性
が
多
分
に
予
想
さ
れ
た
の
で
、
寛
永
か

小
院
・
下
寺
、
背
帰
甚
多
、

ら
正
保
・
慶
安
年
聞
に
か
け
て
本
末
の
争
い
が
多
く
生
じ
て
い
る
。
加
う
る
に
東
西
両
本
願
寺
の
分
派
問
題
が
か
ら
み
合
っ
て
「
凡
、

＠
 

不
レ
可
－
一
弾
紀
こ
と
い
う
様
相
を
現
出
し
た
。

末
寺
帳
の
作
製
と
と
も
に
、
道
場
の
寺
院
化
、
新
寺
建
立
を
促
進
せ
し
め
た
原
因
に
宗
門
改
が
あ
る
。
寛
永
十
四
、

五
年
の
島
原
の



乱
以
後
、

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
伴
う
宗
門
改
が
各
地
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
寺
請
制
に
よ
る
檀
那
寺
の
需
要
は
、
当
然
寺
院

数
の
増
加
を
要
請
す
る

こ
の
よ
う
に
し
て
道
場
の
寺
院
化
、
看
坊
の
白
庵
化
、
新
寺
創
設
は
促
進
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
は
実
際
に
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
数
字
を
た
ど
っ
て
上
昇
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
に
、
こ
れ
を
適
確
に
示
す
数
字
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
推
移
の
概
数
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
る
υ

天
文
年
間
（
一
五
五
四
）

（
『
天
分
日
記
」
）

二
五

O
か
寺

一
五
和
九
年
三
六
二
一
二
）

（
「
木
仏
の
留
』
）

七
四
五
か
寺
（
一

0
0
0か寺）

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

（
「
本
願
寺
通
記
」
）

八
一
二
五
九
か
寺

天
文
年
間
二
五

O
寺
と
い
う
数
字
は
本
願
寺
第
十
世
証
如
の
『
天
文
日
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
寺
数
で
あ
る
が
、
こ
の
日
記
は
本
願
寺

と
直
接
交
渉
を
持
っ
た
寺
名
の
み
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
す
で
に
寺
号
を
称
し
て
い
た
寺
で
脱
落
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

そ
う
大
き
な
数
字
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
元
和
九
年
の
七
四
五
か
寺
と
い
う
の
は
本
願
寺
で
本
仏
寺
号
の
許
可
を
は
じ
め
た
慶
長

二
年
（
一
五
九
七
）
か
ら
一
万
和
九
年
（
一
六
二
一
二
）
に
至
る
聞
の
集
計
で
あ
る
が
、

⑤
 

込
ん
で
約
一
千
か
寺
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
元
禄
七
年
の
八
三
五
九
か
寺
は
守
本
願
寺
通
紀
』
に
記
載
さ
れ
た
数
字
で
信
癌
度
は
高
い

そ
の
間
七
か
年
分
欠
冊
し
て
い
る
の
で
こ
の
分
を
見

も
の
と
み
ら
れ
る
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
と
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
新
寺
建
立
禁
止
令
が
出
て
い
る
の
で
、

元
和
末
年
の
一
千

か
寺
と
こ
の
元
禄
七
年
八
千
三
百
余
か
寺
の
数
字
を
考
え
合
わ
す
と
き
、

し
か
も
元
禄
七
年
の
統
計
は
西
本
願
寺
の
末
寺
の
み
で
あ
る

か
ら
、
寛
永
初
年
以
来
如
何
に
急
激
に
寺
院
が
増
加
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
寺
院
は
増
加
、

道
場
は
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が

両
者
の
数
に
つ
い
て
『
本
願
寺
通
紀
』
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

の
統
計
に
よ
る
と
、
本

山
掛
所
三
八
、
末
寺
（
寺
号
を
有
す
る
も
の
）
七

O
九一二、

道
場
八
一

O
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
築
地
御
坊
の
配
下
十
コ
一
州
を
除
い
た

真
宗
道
場
の
形
態

二
七



真
宗
道
場
の
形
態

二
八

数
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
寺
院
と
道
場
の
比
率
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
道
場
の
寺
院
化
が
す
な
わ
ち
道
場
の
自
庵
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
惣
道
場
と
し
て
の
形
の
ま
ま
寺
号
を
も
ら
っ
た
も
の
も
か
な
り
あ
る
。

た
と
え
ば
『
木
仏
之
留
』
に
次
の
よ
う
な
記
録
が

あ
る
。

慶
釈長専
准七想
如年寺
l寅壬門
四徒
月豊
廿後
入国
日戸
次
惣
道
場
妙
正
寺
常
住
物

右
之
木
仏
者
専
想
寺
門
徒
道
場
依
望
令
免
候
者
也
取
次
頼
廉

慶
長
七
年
三
六
O
二
）
に
豊
後
の
戸
次
惣
道
場
に
木
仏
寺
号
を
許
可
し
、

妙
正
寺
と
い
う
寺
号
を
と
な
え
た
が

寺
は
戸
次
惣
の

共
有
で
あ
っ
て
、
住
僧
は
看
坊
で
あ
り
、

ま
だ
自
庵
と
は
な
っ
て
お
ら
な
い

こ
う
し
た
例
は

『
木
仏
之
留
L

中
に
他
に
も
見
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
寺
院
化
即
自
庵
化
と
は
い
え
な
い
が
、
寺
院
化
と
同
時
に
自
庵
化
さ
れ
た
数
字

l
統
計
的
数
を
あ
げ
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
が
！
こ
れ
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
と
に
か
く
、
寛
永
年
間
に
お
け
る
道
場
の
寺
院
化
の
急
増
は
、
君

坊
の
自
庵
化
に
大
い
に
影
響
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
寺
院
化
・
自
庵
化
の
時
代
相
を
背
景
に
、
西
竹
屋
町
・
油
小
路
両
道
場
の
自
庵
化
が
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
、
金
宝
寺
が

い
か
に
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
も
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗
し
得
べ
く
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四

＠
 

金
宝
寺
兼
帯
道
場
と
は
全
く
対
照
的
な
行
き
方
で
看
坊
か
ら
自
庵
へ
の
道
を
た
ど
っ
た
の
が
紀
伊
根
村
惣
道
場
で
あ
る
G



こ
の
道
場
は
も
と
大
北
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
大
北
道
場
と
呼
ば
れ
、

永
正
年
間
（
一
五
O
同）

に
円
海
と
い
う
僧
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
u

す
な
わ
ち
、
所
蔵
の
六
字
名
号
裏
書
に
「
当
寺
往
古
ぷ
開
基
御
名
号
と
奉
一
一
尊
敬
一
御
掛
地
裏
書
」
と
し
、

六
字
尊
号
実
如
上
人
真
翰

永
正
元
甲
子
年
春
、
紀
州
海
士
郡
桝
邑
大
北
道
場
本
尊
－
一
頂
裁
、
願
主
釈
円
海

と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
享
保
八
年
（
一
七
三
一
一
）

に
現
在
の
中
村
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
る
ω

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
本
山

か
ら
木
仏
許
可
を
得
た
が
、
そ
の
木
仏
札
に
は
左
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
た
ο

釈
寂
如
（
御
判
）

一
元
禄
凹
稔
辛
未
二
月
廿
日

木
仏
尊
像

輿
正
寺
門
徒
真
光
寺
下
紀
州
海
士
郡

椴
村
惣
道
場

善
福
寺

木
仏
と
寺
号
は
同
時
に
許
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
と
き
は
じ
め
て
善
福
寺
と
い
う
寺
号
を
名
乗
っ
た
と
み
ら
れ
る

が
、
寺
院
化
さ
れ
た
の
ち
も
栂
村
真
宗
門
徒
の
惣
の
所
有
で
あ
っ
た
Q

し
た
が
っ
て
寺
は
君
坊
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
安
永
年

間
（
一
七
七
六
）
に
了
円
と
い
う
僧
が
善
福
寺
の
看
坊
と
な
っ
て
管
理
し
て
い
た
が
、

彼
の
時
代
に
白
庵
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
経
緯

は
同
寺
所
蔵
の
『
当
寺
自
庵
来
由
御
影
等
頂
戴
井
年
中
勤
行
之
式
惣
控
L

と
い
う
記
録
に
く
わ
し
く
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に

よ
っ
て
自
庵
化
の
有
様
を
み
て
い
こ
う
。

根
村
惣
道
場
善
福
寺
の
看
坊
了
円
は
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

た
。
そ
の
と
き
門
徒
の
平
兵
衛
と
角
重
郎
の
二
人
が
発
起
し
て
白
庵
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

の
春
か
ら
病
気
に
な
り

中
夏
の
こ
ろ
に
は
遂
に
重
態
に
お
ち
い
っ

其
比
・
同
人
物
語
ニ
、
当
住
此
度
者
極
大
病
、
定
而
平
生
之
御
覚
悟
浄
土
の
出
テ
立
と
昼
夜
称
名
御
相
続
察
入
、
兼
而
乍
一
一
小
庵
一

真
宗
道
場
の
形
態

二
九



真
宗
道
場
の
形
態

。

門
徒
中
相
談
之
上
、
自
庵
ユ
可
供
と
存
処
、
時
不
レ
至
、
是
迄
無
一
一
与
議
一
打
過
候
、
若
し
其
佳
寸
志
も
不
レ
供
命
終
し
か
ば
、
門
徒

之
残
念
幾
程
ぞ
、
今
般
右
之
趣
伺
ひ
、
門
徒
中
相
談
之
上
、
自
庵
ニ
供
へ
ば
、
幾
久
御
教
化
を
蒙
り
し
報
思
の
一
方
、
御
病
気
保

養
之
助
に
も
や

い
さ
是
よ
り
道
場
へ
参
詣
し
、
直
に
当
住
に
伺
可
レ
申
と
、
中
夏
下
旬
第
六
日
四
ツ
時
、

両
人
老
僧
江
対
顔
有

て
右
物
語
候
処

住
僧
了
円
の
日
ご
ろ
の
熱
心
な
教
化
の
御
思
に
報
い
占
う
と
の
念
よ
り
自
庵
化
を
思
い
た
っ
た
も
の
で
、
平
兵
衛
・
角
重
郎
の
両
人

は
了
円
の
許
諾
を
得
て
、
早
速
門
徒
中
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
反
対
す
る
も
の
一
人
も
な
く
、

た
だ
ち
に
自
庵
の
手
続
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
鷺
森
御
坊
役
僧
西
光
寺
に
願
書
の
下
書
を
作
っ
て
も
ら
い
、
門
徒
中
が
捺
印
し
、
上
寺
西
光
寺
の
奥
印
そ
得
て
、
本

山
お
よ
び
寺
社
奉
行
所
へ
願
い
で
た
。
そ
の
願
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
当
村
善
福
寺
者
、
往
古
ぷ
看
坊
一
一
御
座
候
処
、

当
住
了
円
井
新
発
志
了
識
、

如
法
ニ
寺
役
被
一
一
相
勤
「
檀
中
一
統
－
一
帰
依
仕
候

付
、
此
度
当
住
へ
永
代
自
庵
一
一
譲
リ
申
度
奉
ニ
願
上
一
候
、

右
願
之
通
被
レ
為
ニ
仰
付
一
被
レ
下
候
ハ
ハ
難
レ
有
奉
レ
存
候
、
依
レ
之
別
紙
印
形
帳
差
上
申
候
、
尤
寺
社
御
奉
行
所
ヘ
モ
相
達
申
候
、

以

上、
安
永
五
年
申
六
月

海
土
郡
桝
里
村
善
福
寺
門
徒

鷺
森
御
坊
御
輪
番
所

惣
代
源
太
夫
（
印
）

同
伊
兵
衛
（
印
）

右
の
願
書
に
添
附
さ
れ
た
惣
門
徒
の
寺
譲
状
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
通
作
製
し
て
本
願
寺
と
興
正
寺
へ
一
通
づ
っ
、

ま

た
写
し
を
鷺
森
御
坊
と
寺
社
奉
行
所
へ
提
出
し
た
。

定



当
村
善
福
寺
者
、
数
年
看
坊
ニ
而
致
ニ
相
続
一
来
候
処
、

当
住
了
円
弁
実
子
了
識
、
寺
役
如
法
－
一
被
ニ
相
勤
「
惣
檀
中
一
統
ニ
致
一
一
帰

依
一
候
－
一
付
、
此
度
鷺
森
御
坊
井
寺
社
御
役
所
江
檀
中
惣
代
ヲ
以
テ
自
庵
譲
之
願
書
指
上
申
候
、
依
レ
之
我
々
一
一
統
ニ
致
一
一
人
別
印
形
一

当
住
江
永
代
自
庵
に
譲
申
処
実
正
也
、
為
一
一
後
証
一
依
而
如
レ
件

安
永
五
年
申
六
月

由
右
門
・
六
兵
衛
・
彦
太
夫
・
新
三
郎
・
善
七
・
佐
門
・
六
蔵
・
門
右
門
・
源
太
夫
・
伝
古
・
久
七
・
半
十
郎
・
長
太
夫
・
伝

蔵
・
宇
兵
衛

合
七
十
一
軒

こ
の
白
庵
の
願
書
を
提
出
し
て
間
も
な
く
六
月
十
日
了
円
は
つ
い
に
死
去
し
た
の
で
、
後
住
了
識
は
継
職
願
を
出
し
た
。
同
年
十
月

四
日
に
公
儀
に
お
い
て
白
庵
と
継
職
の
両
願
が
聞
届
け
ら
れ
、
同
月
二
十
三
日
に
本
山
の
許
可
も
下
り
た
。
公
儀
の
自
庵
聞
届
状
は
つ

ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

海
土
郡
桝
里
村
善
福
寺
儀
、
是
迄
看
坊
ニ
テ
有
之
候
処
、
当
住
了
円
井
新
発
意
了
識
、

旦
中
一
等
（
統
）
帰
依
－
一
付
、
此
度
永
代

自
庵
譲
リ
申
度
旨
、

門
徒
惣
代
弁
村
役
人
願
書
・
旦
中
連
印
帳
一
冊
、

且
又
了
円
儀
一
一
譲
受
申
度
ト
ノ
願
書
御
指
報
令
承
知
候
、

右
願
之
通
致
候
様
夫
々
御
申
聞
可
－
一
相
成
一
候
、
以
上
、

十
月
四
日

井
口
源
次
右
衛
門

池
永
五
郎
右
衛
門
様

青
木
三
左
衛
門
様

五

真
宗
道
場
の
形
態



真
宗
道
場
の
形
態

自
庵
の
願
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
御
本
尊
の
裏
書
を
書
き
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
は
か
な
り
多
額
の
冥
加

金
が
必
要
な
の
で
急
に
書
き
替
え
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
翌
年
の
秋
ま
で
手
続
を
延
期
し
て
も
ら
っ
た
が
、

そ
れ

で
も
ま
だ
金
の
調
達
が
で
き
ず
、
翌
々
年
の
春
、
安
永
一
七
年
三
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
金
の
都
合
が
つ
い
た
。
住
職
了
識
は
長
谷
村
最

勝
寺
の
付
添
い
で
、
門
徒
の
平
三
郎
・
重
郎
兵
衛
・
一
二
郎
左
衛
門
の
一
二
人
を
つ
れ
、
御
影
を
奉
じ
て
上
京
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
御

本
尊
御
一
泉
の
書
き
替
え
や
そ
の
他
の
手
続
万
端
を
す
ま
す
こ
と
が
で
き
た
。
書
き
替
え
後
の
裏
書
は
、

た
と
え
ば
前
掲
の
木
仏
裏
書
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。

釈
寂
如
（
御
判
）

一
元
禄
凹
稔
辛
末
二
月
廿
日

木
仏
尊
像

椴興
村消E
惣寺
道門

場生
善~
一日 τ十

回加事下
主主加紀
釈一一州
了海
識士

郡

看
坊
時
代
に
寂
如
か
ら
下
附
さ
れ
た
木
仏
裏
書
の
宛
名
は
楓
村
惣
道
場
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
白
庵
と
な
っ
た
の
で
、
法

如
の
染
筆
で
「
惣
道
場
」
の
三
字
を
消
し
て
「
之
物
」
と
「
願
主
釈
了
識
L

と
の
住
職
名
を
書
き
加
え
た
ω

こ
う
し
て
木
仏
寺
号
を
は

じ
め
と
し
て
、
太
子
・
七
高
僧
・
信
暁
院
御
影
の
裏
書
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
改
め
て
も
ら
っ
た
。

童
日
き
替
え
等
白
庵
の
手
続
の
一
切
を
す
ま
せ
た
の
で
、
五
月
二
日
門
徒
中
の
者
を
招
待
し
て
振
舞
っ
た
。
こ
の
白
庖
の
願
書
提
出
か

①
 

ら
慶
讃
に
い
た
る
聞
に
要
し
た
費
用
は
く
わ
し
く
記
録
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
集
計
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
願
書
指
出
し
の
と
き
本
山
・
輪
番
所
・
上
寺
・
役
僧
へ
付
属
、

銀
四
六
匁
二
分
五
厘

一
白
庵
・
御
影
御
裏
申
替
の
冥
加
・
御
礼
金
等
、

銀
一
貫
七
三
六
匁
九
分
五
厘



一
慶
讃
会
費
用

銀
一
九
四
匁
七
分
八
厘

総

計

一
貫
九
七
七
匁
八
分
四
厘

以
上
の
よ
う
な
額
に
な
る
が
、
こ
れ
を
米
に
換
算
す
る
と
三
十
五
石
あ
ま
り
に
あ
た
る
。
そ
の
当
時
、

七
十
一
戸
の
門
徒
で
も
っ
て

一
二
十
五
石
余
の
費
用
を
拍
出
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
早
急
に
裏
書
の
書
き
替
え
等
の
手
続
が
で

き
な
か
っ
た
事
情
が
諒
察
さ
れ
る
。

と
に
か
く
、
椴
村
惣
道
場
の
白
庵
化
は
、
こ
う
し
た
物
心
両
国
に
わ
た
る
門
徒
の
一
致
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
令
一
宝
寺

の
西
竹
屋
町
・
油
小
路
兼
帯
道
場
と
は
全
く
対
照
的
な
方
法
で
占
有
坊
か
ら
白
庵
へ
と
歩
ん
で
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
者
の
相
違

は
、
そ
れ
が
君
坊
時
代
に
位
置
し
た
時
代
や
社
会
背
景
あ
る
い
は
所
属
関
係
の
差
異
と
い
う
、
異
質
の
立
場
か
ら
自
庵
へ
発
展
し
た
た

め
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
初
期
、
制
度
化
教
団
成
立
期
に
あ
た
り
、
寛
永
の
道
場
の
独
立
化
・
寺
院
化
の
、

い
わ
ゆ
る
寺
院
乱
立
時
代
に
、
西
竹
屋
町
・
油
小
路
的
立
場
に
あ
る
道
場
が
、
上
寺
と
の
抗
争
を
経
な
い
で
白
出
化
す
る
こ
と
は
、

お

そ
ら
く
不
可
能
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

江
戸
も
中
期
と
な
り
、
寺
一
檀
一
関
係
（
住
職
・
門
徒
の
関
係
）
も
安
定
し
円
滑
に
進
行
し
て
い
る
と
き
、

お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ
多
く
の
惣

道
場
は
次
第
に
姿
を
消
し
、
自
庵
と
し
て
寺
は
住
職
の
私
有
化
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
善
福
寺
の
白
庵
化

も
こ
う
し
た
世
相
の
一
端
を
一
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

（
一
九
六
三
、
王
、
一
二
O
稿）

註）
 
1
 
（
 

諸
種
の
道
場
の
定
義
は
『
故
実
公
義
室
田
上
』

の
書
に
出
て
こ
な
い
が
、
『
紫
雲
殿
因
縁
記
』

明
ら
か
で
は
な
い
。

『
本
願
寺
通
記
』
「
公
儀
へ
被
印
立
御
口
上
書
等
之
写
』
に
よ
る
。
辻
本
道
場
に
つ
い
て
は
上
記

「
蓮
如
上
人
御
隠
楼
実
記
』
そ
の
他
に
、
辻
本
道
場
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
性
格
等
は

真
宗
道
場
の
形
態



真
宗
道
場
の
形
態

四

）
 
。，“（
 

寛
永
十
八
年
九
月
十
日

木
仏
山
城
国
愛
宕
郡

京
二
条
西
竹
屋
町
明
善
寺
順
加

取
次
内
膳

寛
永
十
七
年
一
一
月
九
日

木
仏
山
城
国
愛
宕
郡

京
三
条
仏
現
寺
宗
珍

取
次
大
進

『
大
谷
本
願
寺
通
記
』
巻
三
、
慶
安
二
年
の
条
。

『
天
文
旦
記
』
『
木
仏
の
留
』
に
出
現
の
寺
数
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
木
仏
之
留
に
つ
い
て
」
「
近
世
仏
教
」
第
一
号
、
参
照
。

紀
伊
淑
村
惣
道
場
の
自
庵
化
の
概
要
は
宮
崎
円
遵
博
士
が
和
歌
山
県
『
初
島
町
誌
』
の
中
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
当
寺
自
庵
来
由
御
影
等
頂
戴
井
年
中
勤
行
之
式
惣
控
」

(3) (7) (6) (5) (4) 


